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研究成果の概要（和文）：　本研究は、都市・江戸の広大な武家地について、α武家地全体（主として屋敷地分布）の
空間変容とβ個々の武家屋敷内部の（建築まで含めた）空間変容の実態を解明すると共に、変容を直接・間接に引き起
こしたと推定される種々の要因のうち、Ａ武家地政策、Ｂ周辺社会、Ｃ居住（武士家族及び家臣団）を取り上げて分析
を加えたものである。αの目的に対しては、「御府内沿革図書」が有する空間情報（街区・敷地）と所持者情報を統合
するGISデータ・ベースを作成することとし、そのフォーマットに江戸城南側一帯の武家屋敷の情報を入力した。

研究成果の概要（英文）：This research examined both the spatial change of the whole residential area of 
samurai warriors and the changes of mansions of warriors in Edo, including the changes of architectural 
composition, and also analyzed the factors of the changes such as A the urban policies of Tokugawa 
government, B the surrounding societies of the mansions and C the dwelling styles of warriors. As for the 
analysis of whole spatial change, this research made the format of GIS database that integrates spatial 
data and owner data and input the data of warriors’ mansions into the format partially. The data set 
were gathered from the maps of “Gofunai Enkaku Zusho” compiled in the 19th century by the Tokugawa 
government.

研究分野：建築史・意匠、都市計画、日本史
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１．研究開始当初の背景 
現在の江戸武家地に関する研究の基礎は、
1950-70年代にかけて、平井聖・内藤昌・西川
幸治・佐藤巧らの近世住宅史研究者によって
形作られた。藤川・森下・岩淵・渋谷及び研
究協力者の宮崎は、これらの研究者の研究成
果に学びつつ、1980年代後半から1990年代に
かけ、当時急速に進展していた近世都市史研
究と関心を共有しながら近世の武家地に関す
る研究を開始し、武家屋敷の空間を、武家儀
礼・土地の需給・周辺社会などとの関係から
解明する研究を積み重ねて来た。 
その一方で本研究チームは、1994年8月より
ほぼ月に１度の頻度で「作事記録を読む会」
という輪読会を開催してきた。これは萩藩江
戸屋敷の作事に関わる記録を解読して読み合
わせる輪読会であり、研究開始時点で既に17 
年余りの活動実績があった。松山・岩本及び
研究協力者の金行・高屋・加藤・稲垣はこの
会への参加を機に武家地研究に加わった。 
こうして江戸武家地に関する研究は1980年
代以降進展したが、課題も多く見受けられた。
その一つは、江戸武家地全体が如何に変容し
たかという大局的な理解を志す課題が後回し
にされていたことであり、今一つは、個別の
武家屋敷研究に関しても、論者個々人の関心
や使用史料の残存時期に限定され、武家地の
通時的な検討が限られていたことである。 
 このため、平井聖らが半世紀も前に提出し
た、明暦の大火を画期とした大きな変容が存
在したというテーゼこそ繰り返し確認されて
いるものの、武家地が総体として近世を通じ
て如何なる理由により如何なる方向に向かっ
て変容したのか、結果として近代以降の東京
を如何に規定したのか、については理解の見
通しすらついていなかった。 

 

２．研究の目的 
 本研究は、武家地空間の変容実態とその論
理を解明することにより、江戸の武家地ひい
ては都市・江戸そのものの都市空間像の再構
築を目指そうとするものである。具体的には、
近世初期から近代初期にかけてのα武家地
全体（主として屋敷地分布）の空間変容、と
β個々の武家屋敷内部の（建築まで含めた）
空間変容、の実態を解明すると共に、変容を
直接・間接に引き起こしたと推定される種々
の要因のうち、Ａ武家地政策、Ｂ周辺社会、
Ｃ居住（武士家族及び家臣団）、を取り上げ
ることにした。これにより、武家地の空間が
如何に変容し、それは如何なる論理に突き動
かされていたのかを解明することとした。た
だし、本科研費の期間には、江戸の武家地が
如何なる方向に変容していったか、またその
ために如何なるデータベース（以下、D.B.と
略）の作成が必要かに関して、見通しをつけ
ることを直接の目的とした。 
 
３．研究の方法 
目的に掲げたα武家地全体の空間変容につ

いては、「御府内往還其外沿革図書」（以下、
「御府内沿革図書」）に示された街区・敷地
に関わる空間情報を明治期実測図で補正した
図をベースマップとし、これに同史料の所持
者情報を属性として持たせる形のD.B.をGIS 
上に作成することとした。なお、このD.B.は、
複数の種類・時点の史料を扱うため、データ
入力・統合には様々な困難（位置比定や敷地
の統合・分割の記述方法の難しさ等）が予想
されたため、研究期間内にこれらの問題の解
決に目処をつけ、しかる後に武家地全体に関
する通時的なD.B.構築を目的とする次の研究
を提案することとした。一方、β個々の武家
屋敷内部の空間変容の把握は、萩藩・鳥取藩・
熊本藩・林大学家を対象に実施し、萩藩につ
いては屋敷絵図をCAD図化し詳細な校正を施
すことにした。 
 また、武家地の変容に影響を与えたと推測
される要因のうち、Ａ武家地政策については、
幕府が政策を実施するにあたって作成した
「屋敷渡預絵図証文」の史料的検討から迫る
ことにした。Ｂ周辺社会との関係については
臼杵藩（藩士江戸日記）・萩藩（屋敷出入鑑
札記録・処罰記録）の分析から、Ｃ居住につ
いては、大名妻子・幕臣の居住実態の分析か
ら迫ることとした。このほか、「大名屋敷史
料を読む会」を東京で月に一度程度開催する
こととし、江戸の大名屋敷に関する基本的な
知見を研究チームで共有することにした。 
なお、研究代表者・分担者の6名に加え、研
究協力者として宮崎勝美・金行信輔・高屋麻
里子・加藤悠希・稲垣智也の5名の協力も仰ぎ、
計11名のチームで研究を実施することとした。 

 
４．研究成果 
(1)各年度の成果概要 
①平成 24 年度 
 「大名屋敷史料を読む会」を計 11 回開催
すると共に、2012 年 7月に金沢市立玉川図書
館・石川県立図書館・加賀市教育委員会にお
いて、2012 年 12 月に山口県文書館において
藩政史料調査を行ったほか、江戸武家地の空
間情報の D.B.化のため、フォーマットを確定
することと居住者名等のリスト作成に注力
し、また、萩藩江戸屋敷絵図 10 点の CAD 図
化を完成させた。さらに、打ち合わせ及び成果
報告を兼ねた研究会を 2度（2012 年７月於筑波
大学及び 2013 年 1月於京都工芸繊維大学）開
催した。 
②平成 25 年度 
 「大名屋敷史料を読む会」を計 9回開催す
ると共に、2014 年 1月に山口県文書館におい
て藩政史料調査を行ったほか、「御府内沿革
図書」の GIS データ化を進める作業に注力す
ると共に、空間変容の要因として推定される
項目についての個別の分析作業を進めた。さ
らに、打ち合わせ及び成果報告を兼ねた研究
会を 2度（2013 年 9月於筑波大学東京キャン
パス文京校舎及び 2014 年 1 月於東横イン新
山口駅）開催した。2013年9月の研究会では、



高屋麻里子「GIS ソフトによる歴史地図史料
利用の試み－「御府内沿革図書」を用いて－」
をもとに D.B.の内容・構造・作成方法に関し
て討議を行い、年度後半よりデータ入力を本
格化させることとした。2014 年 1月の研究会
では、D.B.作成の進行状況について確認する
とともに、岩本馨が「武家地研究リスト
1965-2013」を紹介する一方、毛利博物館所
蔵の萩藩江戸屋敷絵図の調査を行った。 
③平成 26 年度 
 「大名屋敷史料を読む会」を計 5 回開催する
とともに、前年度に引き続き「御府内沿革図書」
のデータ化を進める作業に注力した。また、打
合せ及び成果報告を兼ねた研究会を2度（2014
年 6月及び 11月、於筑波大学東京キャンパス）
実施、さらに研究の締めくくりとして、2015年1月
24 日に「江戸武家地の空間変容」と題するシン
ポジウムを筑波大学東京キャンパスにて開催し、
8 本の研究報告を得た（参加者 52 名）。 
 
(2)GISデータ･ベース作成に関わる作業成果 
 本研究の根幹をなす、α武家地全体の空間
変容把握のため、下記の作業を実施した。 
①「御府内沿革図書」「諸向地面取調書」の
デジタル化と D.B.作成 
a『江戸城下変遷絵図集』（原書房、1985 年）
掲載の人名と対応絵図一覧データベースを
作成するとともに、掲載絵図 1,229 点のデジ
タル画像化を実施した。 
b「諸向地面取調書」D.B.  
『内閣文庫所蔵史籍叢刊諸向地面取調書』
（汲古書院、1982 年）を基に翻刻しテキスト
データ化した（一部分のみ）。 
c「御府内沿革図書」「御府内場末往還其外沿
革図書」所蔵・所収現況一覧表を作成した。 
d『御府内沿革図書目録 一〜四』（東京都公
文書館、1973 年〜）をテキストデータ化し、
原本目録と対照した。 
②「御府内沿革図書」「御府内場末往還其外
沿革図書」の史料調査 
 D.B.①-c に反映させた。東京都公文書館所
蔵付図、東京市写、国立公文書館所蔵付図の
撮影を行うとともに、国会図書館提供のデジ
タルアーカイブの画像データをダウンロー
ドにより収集し、現存が知られる付図 42 種
類全ての画像データを得た。 
③「御府内沿革図書」と「五千分一実測図」
による復元図作成 
a トレース図の作成 
 ①-a で作成したデジタル画像をベクトル
データ化するため Adobe Illustrator を用い
てトレースし、隣接する範囲を元の絵図の縦
横比を維持しながら一定の範囲を接合した
トレース図を作成できることを確認した。 
b 大名小路周辺から四谷までの江戸城南側一
帯について各年代のトレース図を重ね、時系
列に基づく変化を図示した。 
c 明治期実測図で補正した復元図の作成 
 『参謀本部陸軍部測量局五千分一東京図測
量原図』（日本地図センター、1984 年）で 36

枚に分割された地図をスキャナーでデジタ
ル画像として取込んだ後、Adobe Photoshop
を用いて一枚の画像に接合し明治期実測地
形図として用い、トレース図の敷地境界を復
元した復元地図を作成した。 
d 不整合なトレース図と付図の範囲との比較 
 各絵図の最も新しい年代の絵図を接合し
たトレース図を作成し、実測図と形状が対応
しないことを確認した。また、接合が難しい
部分が発生し不整合なトレース図となる部
分を確認した。一方で比較的良く接合する部
分と付図の範囲が対応することを確認した。 
e 付図の作図精度を確認する目的で付図をト
レースし明治期実測図と比較 
 ③-c 明治期実測地形図に付図のトレース
を重ねて縦横比を保持した状態でサイズを
調整し、概形がよく対応することを確認した。 
④復元図とデータベースの GIS 利用 
a復元図を Arc Map(GIS ソフト)を用いて現状
地形と対応する状態で敷地概形をポリゴン
として入力した。 
b D.B.①-a と対応するポリゴンを Arc Map に
おいて関連付け、個別の敷地概形のポリゴン
と D.B.①-a の所持者名が Arc Map 上で対応
して表示されるよう入力した。 
c トレース図と現状地形の比較 
「御府内沿革図書」各絵図と付図の関係およ
び復元図などを比較し、トレース図の不整合
部分と現状地形の対応を確認した。地形の高
低差の確認には『数値地図 50m メッシュ（標
高）日本 II』（国土地理院）を用い、表示ソ
フトとしてカシミール 3D を用いた。 
 
(3)シンポジウムでの成果発表 
 2015 年 1月 24 日に開催したシンポジウムは、
本研究の締めくくりとなるものである。研究目的と
の関係を示しつつ各報告の要旨を記し、本研究
で得られた個別の知見についてまとめたい。 
 ①高屋麻里子「「御府内往還其外沿革図書」
のデジタル化と GIS 利用の試み」は、19 世紀に
江戸の屋敷地の変遷を考証したとされる「御府
内沿革図書」を対象としてデジタル化とGIS利用
を試みた、本研究目的αに直接関わる研究成
果の報告である。同史料は年代毎の敷地と所持
者名が記される絵図と、広範囲の付図から構成
される。大名小路周辺について絵図の縦横比を
保持して接合しトレース図を作成したところ、一
定の範囲における複数の年代の敷地変遷を捉
えることができることを実証した。また付図は明
治期実測図と非常によく対応し製作技術の精度
が高いことを確認した。掲載範囲全ての絵図の
最終年代の図を接合しトレース図を作成したとこ
ろ、付図と対応する範囲がよく接合することも確
認した。個別の絵図は不正確ではあるが、高精
度な付図に基づいて作成されていることが推測
できるため、19 世紀段階での江戸の地形に関
する情報を十分に含むと考えられる。トレース図
と明治期の実測図を対比して敷地の復元図を
作成し、GIS ソフトで敷地のポリゴンと所持者名
を統合する D.B.を作成し現状地形と比較したと



ころ、トレース図に現れる絵図の「歪み」は 19 世
紀段階での複雑な地形の反映であることが推測
できるとした。近世絵図史料のデジタル化と GIS
利用からは、従来の手法では十分に読み取る
ことが難しかった情報を可視化する成果が
得られると主張した。 
②藤川昌樹「大名小路の変容と武家屋敷の構
成」は、目的βに対応するものであり、近世
を通じて最も変化の激しい地区の一つであ
った大名小路を取り上げ、その全体の変容の
状況と個別の武家屋敷の構成の変容につい
て検討を加えたものである。江戸時代初期に
は、2 列の武家屋敷と河岸沿いの町屋からな
る 3列の屋敷から街区が構成されるケースが
多かったが、17世紀半ば頃までには町屋は消
失して武家屋敷に併合され、最終的には 1列
もしくは 2列の屋敷により各街区が構成され
るようになったこと、中には一つの街区を一
つの屋敷が占めるようなケースも現れたこ
とをまず指摘した。また、街区は、田舎間 40・
60・100・48・72間などのモジュールをもと
に設計された可能性が高いとした。次いで、
鳥取藩池田家、熊本藩細川家、儒者林大学頭
家の各屋敷を取り上げ、これらの屋敷地が江
戸時代を通じていかに変容したか、また各屋
敷内の空間は敷地の変化にいかに対応して
いたかについて検討を加えた。この結果、各
屋敷絵図の寸法からみても田舎間 40・60・
100間などのモジュールは確認可能であり、
当初は 60 間四方の規模の屋敷が多く奥向き
が不完全であるなどの敷地規模に起因する
問題を抱えていたが、敷地の大規模化の中で
解消され、一方で敷地中央部付近に池泉付庭
園が普及して行ったとした。 
③岩本馨「「屋敷渡預絵図証文」について」
は、要因分析のうちＡ武家地政策に関わるも
のであり、江戸における武家屋敷移動を知る
うえでの基本史料である「屋敷渡預絵図証
文」の基礎的な検討結果を報告したものであ
る。ここではまず、国立国会図書館旧幕引継
書における原証文と写本の現存状況につい
て月単位での整理を行ったうえで、屋敷渡証
文・屋敷預証文・屋敷差戻証文のそれぞれの
類型について文言を詳細に検討し、得られる
情報（絵図・屋敷拝領者名・前拝領者名・坪
数・隣接地拝領者名・建家建具などの引継・
普請方立合役人名・大工名など）の詳細を明
らかにした。また絵図証文の目録である「屋
敷書抜」についても併せて検討を行い、「絵
図証文」の原本・写本および「屋敷書抜」諸
本の相互の関係と系譜について明らかにし
た。さらに同報告では、貞享元年から享保 10
年までの屋敷収受のデータをもとに、「御府
内沿革図書」の差分が反映されているかどう
かの検討も行った。この結果、当該期の差分
1,073 のうち 76％が「絵図証文」ないし「屋
敷書抜」において確認されるとした。ここに
見られない屋敷流動としては、役屋敷などの
証文作成対象外の屋敷収受、相対替、証文散
逸などの可能性が考えられるが、この点を明

らかにすることは今後の課題であるとした。 
④岩淵令治「江戸勤番武士と地域」は、要因分
析Ｂの周辺社会との関係を探ったもので、臼杵
藩の中級藩士国枝藤右馬の天保 13～14 年
（1842～43）の日記から、参勤交代で江戸に滞
在した勤番武士の生活圏を検討した。まず、
外出全体の特徴を検討した。判読可能な 414
日のうち外出日は 154 日（37%）に過ぎず、う
ち 103 日の行き先は上屋敷より２km 以内の地
域であった。外出は週に2・3日、うち遠出は1
日程度であり、また遠出で５回以上の訪問先は
9箇所にすぎない。外出制限の結果、勤番武士
の行動の中心は藩邸より2㎞以内となったので
ある。次に、国枝のメンタルマップと合わせて
行動を検討し、国枝がこの範囲において衛生関
係（湯屋、髪結）、安価な品や生活用品～高
級品の買い物（自身の衣服、刀・刀装具、土
産）、外食、芸能鑑賞（寄席、相撲、芝居、
浄瑠璃）、文化的交流（服部、秋輝、荒木）
を充足できていたことを確認した。また、相
手の町人たちについて、藩の出入との重複、
同僚や他藩の藩士との相手の重複、臼杵藩の
勤番武士が国元から持ち込んだ木綿の委託
販売依頼などを明らかにした。そして、従来、
勤番武士については、余暇をもてあまし江戸
中を逍遙したイメージと、江戸に無知な田舎
者というイメージが強調されてきたが、彼ら
の消費が核となって構成される地域を分析
することが、江戸の社会を検討する上で重要
であることを提言した。 
⑤森下徹「萩藩江戸屋敷と町人社会」も要因
分析Ｂに関わるものであり、萩藩江戸屋敷に即
して、江戸の町人社会と取り結ぶ関係を検討
した。この主題についてはすでに加賀藩を素
材にした吉田伸之の議論があり、御殿空間―
詰人空間という空間構造に対応して、出入り
関係が取り結ばれたと想定している。萩藩に
は屋敷出入りの鑑札交付者をまとめた記録
があり、御殿空間・詰人空間双方の出入り町
人を把握することができる。また奉公人が外
出後、所定の時間に戻らなかったさいの処罰
記録からは、役所や主人（家臣）と江戸町人
との関係や、奉公人自身の江戸社会との接点
をうかがうこともできる。これらを通してみ
ると、桜田屋敷ならば山下門外の町々、麻布
屋敷ならば門前の龍土町など、屋敷の比較的
近辺に出入り町人が存在していたことがわ
かる。とくに龍土町は「門前町」とも呼ばれ
ており、町として麻布屋敷の日常を支える機
能を果たしていたらしい。さらにこれら藩や
家臣との出入り関係とは別に、奉公人が江戸
市中の諸所に「知人」や滞在先を有していた
ことも注目される。このように、吉田が明ら
かにした以上に、複雑で重層的な関係が形成
されていたと考えられるとした。 
⑥金行信輔「寛永期における大名家の下屋敷
拝領について：正室の江戸居住と武家地の拡
大」は、要因分析Ｃ居住に関わるものであり、
江戸時代初期における大名正室の国元から
江戸への居所移動に注目し、屋敷地の新規取



得（拝領）、複数化などについて検討した。
従来から、大名家の江戸屋敷は参勤交代制と
妻子の江戸居住制の確立にともない成立し
た、と通説的に説明されている。しかし、本
報告のように後者の確立過程と江戸屋敷の
関係について、具体的に論じた研究は行われ
ていなかった。はじめに、大名（当主・嫡子）
の正室が慶長期から寛永期にかけて分散的
に江戸居住を開始したことを指摘し、とくに
外様国持大名の場合、それが元和末年前後に
比較的集中していることから、彼らの寛永期
における江戸外縁部の屋敷地（下屋敷）拝領
の背景となったとする仮説を示した。ついで、
具体例として土佐山内家を取り上げ、当主忠
義の正室と 2人の子女が元和９年に江戸移住
し、従来の屋敷（鍛冶橋邸）の居住スペース
が足りなくなったこと、そのため新たな屋敷
地の取得を目指し、寛永 4年に中屋敷（鍛冶
橋邸に隣接）、同 5 年に外縁部の下屋敷（芝
邸）を拝領したことを明らかにした。また、
拝領屋敷下賜が一段落する寛永末年までに
は、各大名家の家族の居住に必要な屋敷地が
確保されたと推定した。 
⑤渋谷葉子「江戸における武家地の実態：幕
臣屋敷を中心に」も要因分析Ｃ居住に関わる
もので、元来江戸は徳川氏の居城江戸城の城
下町であり、同氏に仕える旗本・御家人の集
住地として設定されたという本質に注目し、
徳川氏の旗本・御家人＝幕臣の屋敷と居住の
あり方の実態を解明すべく、巣鴨・愛宕下地
域の一部を素材として幕臣屋敷の変遷と利
用を整理・分析したものである。まず巣鴨の
分析から江戸城に勤仕する幕臣の居住範囲
は自ずと限定されたもようで、江戸城大手門
から 5㎞超の巣鴨に住む者は至極稀で、多く
が 2～3 ㎞の間に何らかの形で住居を求め、
それは 4㎞を限界としたことが判明した。次
に愛宕下の分析から、同地は江戸城大手門よ
り約 2㎞に位置するが、地区により居住者層
が差異し、高禄者の居住地区では他者へ屋敷
地を貸与する者がなかったとした。したがっ
て武家地の他者への貸地や長屋貸与の有無
はところによったことが想定され、幕臣の居
住地域・地区には偏りがあるとした。さらに
研究史上、自らの拝領屋敷に居住しない幕臣
の多さが指摘され、その理由は主に困窮によ
る売却のためとされたが、上記の状況から拝
領屋敷に住まない選択をした者が少なから
ずあった可能性を見出した。 
⑥松山恵「明治初年東京の「郭外」武家地
の変容について」は、江戸の武家地が明治期
以降、どのような論理のもと、民間への払い
下げなどの処分がおこなわれていったのか
を検討したものである。明治維新にともなう
江戸武家地の処分過程については、すでに報
告者（松山）の研究などからその全般的傾向
は明らかになっている。すなわち、明治初年
における事実上の東京遷都によって都市域
の過半を占めていた武家地が新政府用地な
どへと転用されたことは一般に知られるが、

しかし実際のところ、そうした官用に供され
たのはもっぱら中心部（「郭内」）に位置する
もののみだったのであり、周辺部（「郭外」）
の処分過程についてはほとんど未解明のま
まであった。この点について、本報告では「白
山地域の幕臣屋敷」と「三田の大名藩邸地域」
のふたつのエリアを素材に、明治初年の払い
下げの過程、また払い下げを受けた人物（地
主）の性格などを、東京都公文書館に所蔵さ
れる東京府関係文書の検討から明らかにし
た。その結果、周辺部の武家地では、明治初
年（2〜4 年）のいわゆる桑茶令の影響、およ
び、当該期に東京府行政の中心的担い手とな
った薩摩藩関係者との縁故が、その処分の過
程で非常に大きな影響をおよぼしていたこ
とをはじめて指摘した。 
 
(4)研究のまとめ 
 江戸武家地の空間変容全体をGISを用いて
D.B.化して解明しようとする作業は、現在そ
の半ばまで到達したにすぎない。しかし、「御
府内沿革図書」を主史料として作成中の D.B.
は「近世の空間」と「近世の所持者」の情報
を直接結びつけるのに極めて有効であるよ
うに思われる。最終年度には、この GIS デー
タの完成を期して、翌年度以降の科研費申請を
行ったところであり、今後も継続して作業を行い
たいと考えている。 
 一方、個別の武家屋敷の空間変容やそれら
を引き起こした要因についても、新たな知見
を種々得ることができた。とはいえ、現時点
ではそれら相互に有機的な関係を見出すに
は至っていない。引き続き研究を継続したい
と考える。 
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